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【⽇医標準レセプトソフト 基本操作マニュアル本の抜粋】 
請求業務の流れの⼀例をご案内します。 
 

実施⽇（⽬安） ⼿順 作業内容 選択業務メニュー画⾯ 

週１回程度 
  １ データチェックを⾏う [41 データチェック] 

２ チェックリストよりデータの修正 
[12 登録]・[22 病名] 
[21 診療⾏為] 

N ⽉ 
１⽇〜１０⽇ 

３ 未請求患者の設定 [42 明細書] 
４ レセプトを発⾏する [42 明細書]の⼀括作成 

５ 
種別不明レセプト及び作成済み 
レセプトの登録内容の修正 

[12 登録]・[22 病名] 
[21 診療⾏為]・[24 会計照会] 

６ 
「５」のみを再作成 
未請求解除者のレセプト作成 

[42 明細書]の個別作成 

７ ⽉遅れ・返戻処理 [43 請求管理] 

８ 
総括表・請求書の発⾏ 
レセプトデータ登録 

[44 総括表・公費請求書] 

■ データチェック・明細書（レセプト）の作成・請求管理・総括表、公費請求書作成については、「⽇医標準レ
セプト 基本操作説明書＜外来版＞」の「第 14 章 保険請求業務」の項をご参照下さい。 
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【⼿順１のデータチェックについての説明】 
データチェックとは、登録されている診療データなどをチェックする機能です。 
このチェックを週１回程度⾏っていただくことによって、⽉末・⽉初のレセプト点検が簡素化します。 

  
１．システム管理マスタの設定について 
  システム管理マスタ[1101 データチェック機能情報 2]を設定することで開発元から提供されている適応病

名マスタからチェックを⾏うことが可能です。 
 
  [91 マスタ登録]→[101 システム管理マスタ]→管理コード[1101 データチェック機能情報 2]より設定変 

更を⾏い「F12 確定」を押下します。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「薬剤と病名」を「1 ⾏う」
とします 

「疑い病名の扱い」を「2 適応病
名としない」と設定することで、
疑い病名のまま処⽅した場合に 
チェックがかかります 
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２．業務メニュー[41 データチェック]を選択します。確定ボタンを押下し、処理を実⾏します。 
  

  
 
 
 確定ボタンを押下すると、確認画⾯が表⽰されます。 

 
 

     
 

プレビュー・・・画⾯でチェック内容を確認 
 印刷する・・・・印刷をして、チェック内容を確認 

 
 
 

① 診 療 年 ⽉
の⼊⼒ 

②診療⽇の指定が出来る。 
（例）11 ⽉ 1 ⽇〜10 ⽇のチェック
を⾏う場合 
（⼊⼒⽅法） 
診療⽇を指定する□をクリックし
てチェックを⼊れる 
 

③チェック対象の項⽬
は 18 項⽬ 
ただし、項番８・９・
17・18 については医療
機関様ごとに内容が異
なるため、別画⾯で登
録が必要となる 

④院外処⽅で項番８・
10・15・17 のチェック
を⾏う場合は、「１ 院外
処⽅を含む」を選択する 
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チェック内容を元に、修正を⾏います。 
 

 
 
 
その他、チェック内容とエラーメッセージについては、ORCA のホームページより抜粋して資料を印刷してい
ますので、ご活⽤ください。 

チェック内容：［後期⾼齢者］保険情報の番号が⼊⼒誤りです 
⇒医療保険 「種別：後期⾼齢者」の保険者番号の⼊⼒が誤っていると

いう内容です。 
 「12 登録」画⾯の主保険の番号をご確認ください。 
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３．「41 データチェック」で医療機関様が設定する項⽬の操作⼿順 
 ORCA では、[41 データチェック]画⾯よりチェックマスタから患者へ病名の登録を⾏ったり、チェックマ

スタのメンテナンスを⾏うことが可能です。 
（例）確認項⽬「８．薬剤と病名」のチェックマスタのメンテナンス⽅法 

 
  （１）チェックマスタの適応病名マスタから患者の病名を登録する⽅法です。 
     例は、「ロコイドクリーム 0.1％：620009077」を投与している患者に対し、病名適応病名にある「急

性湿疹」を登録する⽅法です。 
 

業務メニュー[41 データチェック]の「F9 エラー内容」を押下し「データチェック-エラー内容確認」
画⾯を表⽰させます。 

 

     
 
    該当のエラー内容（①）を選択し、「ロコイドクリーム 0.1％：620009077」のチェックマスタより追加

したい適応病名（「急性湿疹」）（②）をクリックし、「F8 病名登録」（③）を押下します。 
 
 

① 

② 

③ 
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     ＜病名登録＞画⾯へ遷移します。 
 

     
 
     開始⽇（④）を⼊⼒し、「F12 登録」（⑤）を押下します。 
 

       
 
     患者の病名に急性湿疹が登録されます。 
     「F1 戻る」でエラー内容画⾯へ戻ります。 
 

④ 

⑤ 
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（２）チェックマスタに適応病名を追加する⽅法です。 
     チェックマスタの適応病名としては登録されていないためエラーとなったけれど、現状、査定されてい 
     ないため、エラーとしてチェックがかからないようにチェックマスタへ病名を追加することが可能です。 
 

例は「リピトール錠 5ｍｇ：610443013」の適応病名として、患者に登録されている「⾼脂⾎症」を 
追加する⽅法です。 

  
業務メニュー[41 データチェック]の「F9 エラー内容」を押下し「データチェック-エラー内容確認」
画⾯を表⽰します。 

 

     
 
     該当のエラー内容（①）をクリックし選択し、患者病名欄（②）より追加したい病名（「⾼脂⾎症」）（③）

をクリック、「F9 マスタ登録」（④）を押下します。 
   
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

④ 
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     ＜チェックマスタ設定＞画⾯へ遷移します。 
 

     
 
     「F5 病名追加」（⑤）を押下することで、左の病名欄（⑥）へ病名が表⽰されます。「F12 登録」（⑦）

を押下します。 
 
     ＜データチェック-エラー内容確認＞画⾯に戻ります 
 

     
 
     患者病名欄とチェックマスタ欄に登録した病名「⾼脂⾎症」が「＊⾼脂⾎症」（⑧）と表⽰されます。 
     次回のデータチェックから「リピトール錠 5ｍｇ：610443013」の⼊⼒があり、「⾼脂⾎症」の病名が

登録されている患者はエラーとなりません。 
 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑧ 

開発元から提供されている
適応病名マスタ⼀覧 

医療機関様で登録され
た適応病名マスタ⼀覧 


